
マ
レ
ー
シ
ア

ハ
ラ
ル
コ
ー

ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
、

イ
ス
ラ

ム
教
徒
の
教
え
に
沿

っ
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン

「
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｌ

（
ハ
ラ
ル
と

の
日
本

へ
の

啓
蒙
を
目
的
に
２
０
１
０
年

に
創
業
し
、

谷
フ
ル
認
証
取

得
と
認
証
製
品
の
輸
出
販
売

な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
領
域
に
、

日
系
企
業
の
イ
ス
ラ
ム
圏
進

出
を
推
進
し
て
い
る
。

ハ
ラ
ル
は
イ
ス
ラ
ム
の
教

え
で
許
さ
れ
た
製
品
、

活
動
、

サ
ー
ビ
ス
全
般
を
指
す
。

ハ

ラ
ル
の
認
証
取
得
は
、

そ
れ

ら
の
安
全
性
を
保
証
す
る
た

め
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ

（
情
報
開
示
）
で
あ
り
、

ア

ク

マ
ル

・
ア
ブ

・
ハ
ッ
サ
ン

代
表
取
締
役
い
わ
く

「イ
ス

ラ
ム
圏
内
の
商
業
用
パ
ス
ポ

ー
ト
」
だ
と
い
う
。

谷
フ
ル

製
品
を
使
用
す
る
人
口
は
世

界
で
約
１８
億
人
と
言
わ
れ
、

食
品
以
外
に
、

化
粧
品
、

日

用
品
な
ど
も

ハ
ラ
ル
認
証
取

得
が
必
要
と
さ
れ
る
。

イ
ス
ラ
ム
圏
の
各
国
で
認

証
取
得
が
可
能
だ
が
、

イ
ス

ラ
ム
宗
教
団
体
の
認
証
機
関

が
ほ
と
ん
ど
だ
。

同
社
で
取

得
可
能
な
マ
レ
ー
シ
ア
の
ハ

ラ
ル
認
証
は
政
府
管
轄
下
に

あ
り
、

他
国
で
取
得
す
る
よ

り
信
用
度
が
高
く
、

世
界
５７

カ
国
で
通
用
す
る
。

ま
た
マ
レ
ー
シ
ア
は
、

国

策
と
し
て
日
本
の
経
済
成
長

を
モ
デ
ル
に
発
展
し
て
き
た

経
緯
が
あ
り
、

日
系
企
業
に

と

っ
て
好
条
件
が
整

っ
て
い

る
と
い
う
。

人
口
２
５
０
０

万
人
の
う
ち
イ
ス
ラ
ム
教
徒

は
約
６
割
を
占
め
る
が
、

ハ

ラ
ル
製
品
数
は
市
場
全
体
の

３
割
に
満
た
な
い
。

そ
し
て

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
女
性
は
、

礼
拝
の
た
び
に
化
粧
を
落
と

さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

谷
フ

ル
化
粧
品
で
あ
れ
ば
落
と
す

必
要
が
な
く
な
る
た
め
、

そ

の
潜
在
需
要
は
大
き
い
と
の

見
解
だ
。

「今
度
は
日
本
が

マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
が

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

イ
ス

ラ
ム
圏
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

す
る
前
に
、

ま
ず
は
イ
ス
ラ

ム
圏
の
人
々
の
生
活
や
考
え

な
ど
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
遠
回
り
の
よ
う
で
成
功
の

近
道
に
な
る
だ
ろ
う
」
（
ア

ク
マ
ル
氏
）

アクマル氏
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